
～ 令和８年　1月　30日

（対象者数） 7 （回答者数） 4

～ 令和８年　1月　30日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容が固定化、マンネリ化しない様、職員間での活動

立案を行っていきます。

・近隣住民や施設との交流を増やし、地域との交流を図る。

2

・季節ごとに合同での行事を今後検討する。

3

・連携された情報を元に活動内容の見直しを行い有効的な支

援に役立てていく。その為に事業所内での研修や勉強会を行

い児童指導員としての質向上を図る必要があります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・死角になる場所はあまり使わない様にしており、使用する

際には職員を配置。または、死角になる場所が見える位置で

の業務を工夫している。

2

・少人数や激しい動きでなければ楽しく過ごせる。ただ、

シャボン玉等も枯れる要因でできない為、使い勝手が悪い。

3

・活動によっては低学年と高学年を分けての活動を考え、高

学年性がリーダーとなって下を引っ張れるような活動を今後

取り組んでいく。

・近隣に公園や公民館、商業施設があり活動の幅が広がる

・同法人事業所が近くにある為、関りを多くもてる。 ・同法人事業所が本事業所合わせて３ヶ所ある為、交流をもち

やすい。お互いの児童、職員との関りをもつことができ、様々

な活動ができる。

・職員間での情報共有ができており、ST視点でのアドバイス

がいただける。

・学校や保護者からの引継ぎや送迎時、活動時の状況について

朝礼・終礼に加えて都度職員間で共有し、必要に応じて保護者

へ連絡を行っています。また、STが在籍しているのでST視点

でのアドバイスがいただける。

・公園遊具を活用しバランス感覚や運動機能向上および体力の

向上を図っています。また、お買い物学習を通じて社会での

ルール理解を図っています。

・異年齢での活動が多い為、メリットもあるがデメリットもあ

る。

・低学年からのメリットはとてもあるが、高学年に関しては低

学年に合わせている為、物足りなさがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・見通しが悪く死角になる部分が多い。 ・壁や扉が多い為、死角がどうしてもできてしまう。扉に関し

ては開けておくと見えるが壁に関してはどうしようもできない

部分がある。

・庭の手入れに時間を取られる。 ・庭はあるが、家主様から庭の芝生を枯らさないで欲しいとの

条件付きで借りている。庭での活動も近隣住民との関係性もあ

り活動がやりづらい。

令和８年　1月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おれんじキッズ＆児童デイサービス・アニマートちゃたん２号店

○保護者評価実施期間
令和８年　1月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


